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三岸好太郎《オーケストラ》
1933（昭和8）年　油彩・キャンバス　89.3×114.6cm（北海道立三岸好太郎美術館蔵）

　《オーケストラ》は、昭和8年、三岸好太郎が亡くなる

前年の独立美術協会展の出品作。「極めて不可解だ」「悪

くいえば壁の落書きである。」とは、新聞などに掲載され

た、当時の作品評だ。かなりの酷評に違いないが、さら

に「昨年の画風から、この様な急激な転身をしたことも

既に難解」とか「氏は絵をかく画家に還るべき」と、その

多くが頭ごなしの印象論で、絵画表現そのものを問うよ

うな批評ではなかった。それほど、周囲を戸惑わせる突

然の変貌と、先鋭に過ぎたということか。

　画面に目を転じると、あたかも暗闇に照らし出され

た原始の壁画か、白い絵の具をたっぷりと塗った地塗り

面にシャープな引っ掻き線が走る。白と黒が対比された

画面構成の強さの一方、スピード感のある繊細な線は、

途切れることなく交差し、幾重にも交差する。

　手前中央に指揮者とチェロ奏者、左奥にはコントラ

バスが並ぶ。音曲が奏でられる時間の流れとクライ

マックスのその瞬間がひとつの絵画として凝縮されて

いる。だが、美術界に物議を生んだこの問題作の作者

は、その翌年にはさらなる変貌を遂げることになった。

　司馬遼太郎は著書『街道をゆく』の中で、三岸好太郎に

ついてふれ「自分の天才性を、さまざまな様式を借りて表

現した。好太郎にとって様式は貸し衣装のようなもので、

様式そのものに生命はなく、借りた様式は、不必要なら

容赦なくぬぎすてた。替り身が早いというのではなかっ

た。好太郎には、中身がある。」と、さすが卓見の眼力。自

然美といわず、機械美といわず、美への強い欲求を根底

にもつ三岸好太郎のその本質を見据えていた。

（北海道立三岸好太郎美術館学芸員　平　利弘）
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3日間限定！会員募集キャンペーン 「高くて届かない！」―春の屋外彫刻清掃―

　7月17日の「北海道みんなの日」の協賛事業として7月13日～15
日の3日間、会員募集キャンペーンを行いました。
　キャンペーンに先立ち6月～7月の土曜・日曜・祝日に、近美エントラ
ンスにおいて当協会の理事、事務局、ボ
ランティア活動員がスタッフジャンパーを
着用して「入会のご案内」などのチラシを
配布し、事前PRを行いました。

　好天に恵まれた春の緑の中、ボ
ランティア活動員と近美学芸員に
よる恒例行事「春の屋外彫刻清
掃」が近代美術館前庭と知事公
館庭園において行われました。
　冬を越えた汚れを落とすために、
参加者はバケツに水を汲み雑巾を
携え、予定の１０時に開始となりま
した。近代美術館にある『雲の砦ｊｒ.』など４点から始め、次に知事公館
にある『意心帰』など３点へと、作業はてきぱきと進められました。彫刻

の中にはけっこう背の高いものが多く「高くて手が届かない！」と苦
心惨憺でしたが、そこは様々な手を労していくことにより、ピカピ
カの彫刻へと見事に生まれ変わりました。

福井・滋賀国内美術研修 2019.5.14－17 

　今回は初めての参加でしたが、三井寺や国宝
の彦根城やその庭園、また渡岸寺の十一面観
音など、そこに行かないと見ることの出来ない歴
史や文化に触れられたことが良かったです。また
佐川美術館のモダンさやMIHO MUSEUMの
雄大さも、巡回展で作品を見るだけではわからな
かったので価値がありました。福井や滋賀は奥が
深く、恐竜博物館など行きたい所が沢山あり、
是非また足を運びたいです。この研修で下調べ
の重要さも痛感しました。次回の教訓としたい
です。

能面美術館の前で、事業部員の皆さんと。
能面作者のお話が面白かったです。日本文化
の奥深さに触れました。

彦根城の中で、ガイドの説明を聞く。
急な階段を上り、天守閣から見た景色は最
高！高齢者にはきつかったのですが、達成感
を味わいました。

ニュース

■
７
月
初
旬
、
私
用
で
訪
れ
た
東
京
の
街
を
歩
い

て
い
る
と
、「
み
ん
な
の
ミ
ュ
シ
ャ 

ミ
ュ
シ
ャ
か

ら
マ
ン
ガ
へ
」と
書
か
れ
た
広
告
を
見
つ
け
ま
し

た
。
い
い
な
あ
。
で
も
、
道
内
で
開
催
さ
れ
る

は
ず…

。
今
回
、M

U
S

E
U

M

　C
A

L
E

N
D

A
R

を
担
当
し
た
か
ら
か
、
結
構
展
覧
会
の
名
前
が

記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
正
解
は
、M

U
S

E
U

M

　C
A

L
E

N
D

A
R

を
ご

覧
く
だ
さ
い
！

■
今
号
は
い
か
が
で
し
た
か
。
高
校
の
新
聞
部
以

来
の
編
集
作
業
に
携
わ
っ
た
者
と
し
て
は
、
当

時
に
は
経
験
し
な
か
っ
た
取
材
時
の
手
続
の
難

し
さ
や
写
真
撮
影
が
あ
り
、
大
変
で
し
た
。
今

も
昔
も
変
わ
ら
な
い
の
は
、
自
分
の
文
章
が
活

字
に
な
る
こ
と
が
と
て
も
恥
ず
か
し
い
点
で
す
。

（
E
・
S
）

展覧会鑑賞後はミュージアムショップにもぜひお立ち寄りください。
展覧会関連商品をはじめ、道内作家による楽しいオリジナルグッズも多数ご用意しています。

アロマオイルを染み込ませて
香りを楽しむ小さな石のお家です

和柄刺繍ワッペン
410円～830円

鳥獣戯画や国芳などの和柄刺繍のワッペン
バッグや Tシャツに付けてお楽しみください

和風生地ブックカバー
2,400円～

色鮮やかなちりめんや渋い紬など
貴重な和布によるブックカバー

切り絵
グリーティングカード

410円～830円

●3Dノート　486円

●安藤牧子クリアファイル　270円
お手軽な値段でお土産商品として人気です

●切り絵グリーティングカード　410円～830円
札幌、北海道の動物や花などをモチーフとした切り絵にポップアップの
グリーティングカードです

●フラッツ（段ボールアート）　1,080円～5,400円
自分でキットを組み合わせて完成させる段ボールアートです
お子様に人気です

●猫のプレート　400円
お部屋、タンスの中などに置いてお花の香りを楽しむアロマプレートです

道内の小動物が
　ポップアップ！
立体感のある
　可愛らしいカード

2019.６.12

軟石やかおるいえ
864円～1,404円

売れ筋商品売れ筋商品

ショップおすすめ
は

こちら！
ショップおすすめ

は

こちら！
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〈彩雲〉1979年　北海道立釧路芸術館蔵

〈憂北の人〉1970～ 79年
北海道立近代美術館蔵

〈陸軍記念日の村の小学校〉1928年　北海道立近代美術館蔵

〈道産子追憶之巻（部分）〉（1978～ 82）　北海道立近代美術館蔵

〈石〉1952年　北海道立近代美術館蔵

〈スケッチ帳より〉1964年　滝川市美術自然史館蔵

〈北の木たち〉1983年　滝川市美術自然史館蔵

2019年9月14日（土）▶11月10日（日）
北海道立旭川美術館　学芸課長　佐藤 由美加

　江
部
乙（
現
・
滝
川
市
）出
身
の
岩
橋
英
遠
は
、

21
歳
で
日
本
画
家
を
志
し
て
上
京
、
院
展
を
中
心
に

活
躍
し
、
1
9
9
4（
平
成
6
）年
に
は
文
化
勲
章

を
受
章
す
る
な
ど
、
戦
後
を
代
表
す
る
日
本
画
家
の

一人
で
す
。

　英
遠
の
両
親
は
、
熊
本
県
か
ら
屯
田
兵
と
し
て

江
部
乙
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
1
9
0
3（
明

治
36
）年
、
英
遠
は
岩
橋
家
の
長
男
と
し
て
生
を
受

け
ま
す
。「
え
い
え
ん
」は
、
本
名
の「
ひ
で
と
お
」を

雅
名
と
し
た
も
の
で
す
。
父
親
は
、
江
部
乙
の
役

場
に
勤
務
し
て
要
職
に
就
き
、
公
務
の
た
め
多
忙
で

不
在
が
ち
な
父
に
か
わ
っ
て
祖
父
母
と
母
親
が
農
作

業
を
担
い
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
絵
が
好
き
な
英
遠

は
、「
体
が
小
さ
く
て
」小
学
校
の
雪
戦
会
で「
役
に

た
た
な
か
っ
た
」よ
う
な
少
年
で
し
た
。
14
歳
で
小

学
校
高
等
科
を
卒
業
し
た
の
ち
、
母
を
手
伝
っ
て
農

作
業
に
勤
し
み
ま
す
が
、
昼
休
み
に
は
家
に
戻
っ
て

自
画
像
を
描
く
日
々
を
送
り
ま
す
。
そ
ん
な
英
遠

は
、
近
所
に
住
む
一
木
万
寿
三
と
江
部
乙
の
果
樹
園

を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
り
、
札
幌
の
本
間
莞
彩（
当
時
は

芳
洲
）と
の
交
友
を
通
じ
て
画
家
へ
の
憧
憬
を
強
め

て
い
き
ま
す
。
関
東
大
震
災
の
翌
1
9
2
4（
大

正
13
）年
、
画
家
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
21

歳
の
英
遠
は
上
京
し
、
山
内
多
門
に
入
門
し
ま
す
。

54
歳
で
亡
く
な
っ
た
多
門
は
、
晩
年
、
病
床
に
あ
り
、

英
遠
が
実
際
に
師
事
し
た
の
は
数
年
間
で
し
た
が
、

師
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
語
り
、
後
年
、
往

時
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
そ
の
屋
敷
跡
の
巨
石
を
描

い
た〈
石
〉を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　昭
和
初
期
の
日
本
画
は
、
院
展
の
安
田
靫
彦
や
小

林
古
径
ら
が
新
古
典
主
義
と
も
評
さ
れ
る
品
格
あ

る
作
風
で
画
壇
の
中
心
を
な
す
一
方
、
新
た
な
模
索

も
始
ま
り
、
英
遠
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
影
響
を

受
け
て
デ
カ
ル
コ
マ
ニ
ー
や
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
を
試
み

て
お
り
、
本
展
で
は
、
こ
れ
ら
の
実
験
作
も
紹
介
し

ま
す
。

　戦
後
の
英
遠
は
、
独
自
の
自
然
観
に
根
ざ
し
た
幻

想
的
で
雄
大
な
作
品
を
制
作
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
1
9
7
8（
昭
和
53
）年
、
英
遠
は
、
回
顧
展
で

〈
道
産
子
追
憶
之
巻
〉を
発
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

展
覧
会
終
了
後
、
4
年
を
か
け
て
描
き
加
え
、
29

メ
ー
ト
ル
の
長
大
な
絵
巻
と
し
ま
す
。
本
作
は
、

ず
っ
と
昔
か
ら
構
想
は
あ
っ
た
も
の
の
、
多
忙
な
生
活

の
中
で
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
も
の
で
、

た
ま
た
ま
取
材
旅
行
中
に
ケ
ガ
を
し
て
療
養
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
折
に
、ふ
だ
ん
の
仕
事
か
ら
離
れ

て
少
し
ず
つ
描
き
始
め
た
も
の
で
し
た
。
故
郷
の

記
憶
を
、
冬
か
ら
春
、
夏
、
秋
を
経
て
再
び
冬
、
夜

明
け
か
ら
始
ま
り
赤
と
ん
ぼ
が
飛
ぶ
夕
焼
け
、
そ

し
て
再
び
夜
の
帳
へ
、
1
年
と
1
日
の
時
の
流
れ
を

重
ね
合
わ
せ
た
壮
大
な
絵
巻
で
す
。

　

　今
回
の
展
覧
会
で

は
、〈
道
産
子
追
憶

之
巻
〉の
構
想
ス
ケ
ッ

チ
も
展
示
し
ま
す
。

こ
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、

1
9
6
4（
昭
和
39
）

年
に
描
か
れ
て
お
り
、

す
で
に
お
お
よ
そ
の
構

想
が
で
き
あ
が
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
一
方
で
、
組
み
か

わ
っ
た
り
異
な
っ
て
い
る

部
分
も
あ
り
、
見
比
べ

て
見
る
と
興
味
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　生
涯
、
故
郷
へ
の
思
い
を
抱
き
続
け
た
英
遠
は
、
北

海
道
を
主
題
と
し
た
作
品
も
数
多
く
制
作
し
て
い
ま

す
。
道
東
の
ト
ド
ワ
ラ
を
描
い
た〈
北
の
木
た
ち
〉、

ト
ム
ラ
ウ
シ
や
十
勝
岳
を
描
い
た〈
北
の
山
た
ち
〉、

洞
爺
湖
近
く
で
目
に
し
た
雲
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
描

い
た〈
彩
雲
〉。
風
景
が
多
い
画
家
に
は
珍
し
い
人
物

画〈
憂
北
の
人
〉は
、
北
海
道
の
名
付
け
親
で
あ
る
松

浦
武
四
郎
を
描
い
た
も
の
で
、こ
の
作
品
の
た
め
、
英

遠
は
、
文
献
を
集
め
、
生
家
や
松
浦
が
歩
い
た
地
に

実
際
に
足
を
運
ん
で
ス
ケ
ッ
チ
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　本
展
で
は
、
初
期
作
品
か
ら
、
晩
年
の
作
品
ま
で
、

北
海
道
内
に
所
蔵
さ
れ
る
代
表
作
を
一
堂
に
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、
英
遠
の
故
郷
で
あ
る
滝
川
市
美
術
自

然
史
館
が
収
蔵
す
る
ス
ケ
ッ
チ
帳
や
習
作
を
紹
介
し
、

画
家
の
創
造
の
軌
跡
を
さ
ぐ
り
ま
す
。

岩橋英遠展没後20年岩橋英遠展
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す
。
関
東
大
震
災
の
翌
1
9
2
4（
大

正
13
）年
、
画
家
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
21

歳
の
英
遠
は
上
京
し
、
山
内
多
門
に
入
門
し
ま
す
。

54
歳
で
亡
く
な
っ
た
多
門
は
、
晩
年
、
病
床
に
あ
り
、

英
遠
が
実
際
に
師
事
し
た
の
は
数
年
間
で
し
た
が
、

師
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
語
り
、
後
年
、
往

時
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
そ
の
屋
敷
跡
の
巨
石
を
描

い
た〈
石
〉を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　昭
和
初
期
の
日
本
画
は
、
院
展
の
安
田
靫
彦
や
小

林
古
径
ら
が
新
古
典
主
義
と
も
評
さ
れ
る
品
格
あ

る
作
風
で
画
壇
の
中
心
を
な
す
一
方
、
新
た
な
模
索

も
始
ま
り
、
英
遠
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
影
響
を

受
け
て
デ
カ
ル
コ
マ
ニ
ー
や
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
を
試
み

て
お
り
、
本
展
で
は
、
こ
れ
ら
の
実
験
作
も
紹
介
し

ま
す
。

　戦
後
の
英
遠
は
、
独
自
の
自
然
観
に
根
ざ
し
た
幻

想
的
で
雄
大
な
作
品
を
制
作
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
1
9
7
8（
昭
和
53
）年
、
英
遠
は
、
回
顧
展
で

〈
道
産
子
追
憶
之
巻
〉を
発
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

展
覧
会
終
了
後
、
4
年
を
か
け
て
描
き
加
え
、
29

メ
ー
ト
ル
の
長
大
な
絵
巻
と
し
ま
す
。
本
作
は
、

ず
っ
と
昔
か
ら
構
想
は
あ
っ
た
も
の
の
、
多
忙
な
生
活

の
中
で
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
も
の
で
、

た
ま
た
ま
取
材
旅
行
中
に
ケ
ガ
を
し
て
療
養
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
折
に
、ふ
だ
ん
の
仕
事
か
ら
離
れ

て
少
し
ず
つ
描
き
始
め
た
も
の
で
し
た
。
故
郷
の

記
憶
を
、
冬
か
ら
春
、
夏
、
秋
を
経
て
再
び
冬
、
夜

明
け
か
ら
始
ま
り
赤
と
ん
ぼ
が
飛
ぶ
夕
焼
け
、
そ

し
て
再
び
夜
の
帳
へ
、
1
年
と
1
日
の
時
の
流
れ
を

重
ね
合
わ
せ
た
壮
大
な
絵
巻
で
す
。

　

　今
回
の
展
覧
会
で

は
、〈
道
産
子
追
憶

之
巻
〉の
構
想
ス
ケ
ッ

チ
も
展
示
し
ま
す
。

こ
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、

1
9
6
4（
昭
和
39
）

年
に
描
か
れ
て
お
り
、

す
で
に
お
お
よ
そ
の
構

想
が
で
き
あ
が
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
一
方
で
、
組
み
か

わ
っ
た
り
異
な
っ
て
い
る

部
分
も
あ
り
、
見
比
べ

て
見
る
と
興
味
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　生
涯
、
故
郷
へ
の
思
い
を
抱
き
続
け
た
英
遠
は
、
北

海
道
を
主
題
と
し
た
作
品
も
数
多
く
制
作
し
て
い
ま

す
。
道
東
の
ト
ド
ワ
ラ
を
描
い
た〈
北
の
木
た
ち
〉、

ト
ム
ラ
ウ
シ
や
十
勝
岳
を
描
い
た〈
北
の
山
た
ち
〉、

洞
爺
湖
近
く
で
目
に
し
た
雲
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
描

い
た〈
彩
雲
〉。
風
景
が
多
い
画
家
に
は
珍
し
い
人
物

画〈
憂
北
の
人
〉は
、
北
海
道
の
名
付
け
親
で
あ
る
松

浦
武
四
郎
を
描
い
た
も
の
で
、こ
の
作
品
の
た
め
、
英

遠
は
、
文
献
を
集
め
、
生
家
や
松
浦
が
歩
い
た
地
に

実
際
に
足
を
運
ん
で
ス
ケ
ッ
チ
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　本
展
で
は
、
初
期
作
品
か
ら
、
晩
年
の
作
品
ま
で
、

北
海
道
内
に
所
蔵
さ
れ
る
代
表
作
を
一
堂
に
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、
英
遠
の
故
郷
で
あ
る
滝
川
市
美
術
自

然
史
館
が
収
蔵
す
る
ス
ケ
ッ
チ
帳
や
習
作
を
紹
介
し
、

画
家
の
創
造
の
軌
跡
を
さ
ぐ
り
ま
す
。

岩橋英遠展没後20年岩橋英遠展
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9/13（金）～11/7（木）
宇宙象　嶋崎誠展
ガラスの魂が語る

11/30（土）～2/11（火・祝）
生誕115年

片岡球子と難波田龍起展

12/21（土）～4/12（日）
子どもと楽しむmima

9/14（土）～12/1(日）
三岸好太郎と幻想のイメージ

8/10(土)～10/14(月・祝)
カラヴァッジョ展

10/30(水)～
11/10(日)
北海道書道展
第60回記念展
北のかがやき

2019

9/14(土)～11/10(日）
自然の風景　日本画の世界

9/14(土)～11/10(日）
没後20年　岩橋英遠展

11/30（土）～3/15（日）
アートギャラリー北海道　七彩の美　旭川ゆかりの画家たち

11/30（土）～1/19（日）
没後30年　砂澤ビッキ展

1/23（木）～3/15（日）
イロイロな木

9/13（金）～10/6（日）
北海道遺産選定記念

鶴居村簡易軌道資料展示
12/26（木）～1/19（日）
冬のキッズアトリエ

2/28（金）～4月上旬
所蔵品展
新収蔵展示

高坂和子の世界

9/14（土）～11/4（月・祝）
奇蹟の芸術都市
バルセロナ展

11/19（火）～1/13（月・祝）
タグチ・アートコレクション

球体のパレット

1/25（土）～4/12（日）
みんなのミュシャ　ミュシャからマンガへ

―線の魔術―

9/5（木）～10/27（日）
札幌芸術の森美術館
彫刻コレクション2

11/9（土）～12/25（水）
芸術の森クリスマスアート展

2019

1/19（日）～3/31（火）
森から生まれたクラフト展

家具の彫刻家　フィン・ユール展

11/15（金）～2/12(水）
本郷新と「無辜の民」

2/20（木）～4/22（水）
所蔵品展

1/24（金）～26（日）　さっぽろ雪像彫刻展2020

11/22（金）～2/2（日）
川端康成生誕120年記念

金子鷗亭「川端文学燦文集」

TEL 011-644-6882 道近美

TEL 011-644-8901 三岸美術

TEL 0166-25-2577 旭川美術

TEL 0138-56-6311 函館美術

TEL 0155-22-6963 帯広美術

TEL 0154-23-2381 釧路芸術

TEL 011-591-0090 芸術の森

は特別展示室 は常設展示室　濃色はアートギャラリー北海道

検索

検索

検索

検索

検索

検索

検索

検索

4/6（土）～2020年4/22（水）　本郷新の歩みと芸術　[所蔵品展]

○開館時間 9：00～17：00（入館は 16：30 まで）　※芸術の森 9：45～17：00（6 月から 8 月は 17：30 まで）
○休 館 日 ●毎週月曜日（月曜日が祝日又は振替休日のときは開館、翌火曜日休館）
 ●年末年始　（12/29 ～ 1/3）　●展示替え期間　（展覧会と展覧会の間）
 ※施設により臨時休館、臨時開館の場合もありますので、各施設のホームページでご確認いただくか施設にご確認願います。
※会員証の利用について　貸館の観覧は会員証が利用できない場合がありますので、ご了承願います。
※[アートギャラリー北海道 ]は、道内の美術館がネットワークでつながり、双方向でアートを紹介・発信することにより、北海道全体がアートの舞台となる
ことを目指す取組みです。

〈わだつみ〉（1993年）
第1回ガラス彫刻コンペティション グランプリ受賞作

〈天水卵〉（2003年）
鶴居村プロムナードに設置されているモニュメント

2019.9～2020.3MUSEUM CALENDAR

11/19(火)～1/13(月・祝)
アイヌの美しき手仕事

柳宗悦と芹沢銈介のコレクションから

1/25(土)～3/15(日)
北海道151年のヴンダーカンマー

9/14(土)～11/24(日）
世界を魅了した浮世絵師
北斎展　師と弟子たち

9/14(土)～11/24(日）
絵画は躍る？！

12/14（土）～3/15（日）
コレクション・セレクション～写真～

12/14（土）～3/15（日）
網走市立美術館コレクション選

居串佳一とオホーツクの画家たち

2/8（土）～3/31（火）
良寛さ～ん！

田辺三重松　水彩・素描の世界

9/7(土）～11/10（日）
アートギャラリー北海道　タグチ・アートコレクション

球体のパレット

2/8（土）～3/31（火）

9/７（土）～2/2（日）
ハコビ・コレクションの現代アート

バック・トゥ･ザ･フューチャー来るべき20年代に向けて
/新収蔵品展/ふれるかたち　

11/19（火）～1/16（木）
この1点を見てほしい－ドーム《鹿文花器》

1/17（金）～3/15（日）
小柴外一《龍香炉》

友田コレクション　西洋版画の名品/追悼 松樹路人展/瀧川嘉子展

　嶋
崎
誠
は
北
海
道
東
部
の
鶴
居
村
に
制
作
拠
点
を
構
え
る
現
代

美
術
家
で
す
。
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
発
明
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
の
鋳

造
技
法
か
ら
独
自
に
発
展
さ
せ
た
技
法
で
、
彫
刻
を
制
作
し
て
い
ま

す
。　鋳

造
ガ
ラ
ス
の
彫
刻
は
、
石
膏
の
型
に
ガ
ラ
ス
の
粒
を
詰
め
、
高

温
で
熱
し
、
徐
冷
し
て
研
磨
す
る
と
い
う
工
程
を
踏
ん
で
制
作
さ
れ

ま
す
。
大
型
の
作
品
で
あ
れ
ば
徐
冷
だ
け
で
数
ヶ
月
も
の
時
間
を

要
し
ま
す
が
、
そ
の
間
に
ガ
ラ
ス
は
温
度
の
変
化
や
地
球
の
重
力
の

影
響
を
受
け
、
彫
刻
の
内
部
で
は
色
が
複
雑
に
混
ざ
り
合
っ
た
り
、

気
泡
や
ヒ
ビ
が
生
じ
た
り
と
、
多
様
な
現
象
を
見
せ
ま
す
。

　嶋
崎
は
20
代
の
頃
よ
り
斎
藤
義
重
や
関
根
伸
夫
に
師
事
し
、
素
材

が
多
様
化
し
た
り
、
表
現
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
さ
え
も
問
い
た
だ

し
た
り
す
る
現
代
美
術
の
動
向
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
自

身
の
心
情
や
目
に
見
え
る
自
然
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
自
身
を

消
滅
さ
せ
、
自
然
現
象
の
結
果
を
見
せ
る
作
品
を
創
り
た
い
―
―
。

そ
う
考
え
た
嶋
崎
に
と
っ
て
、
時
間
の
経
過
や
周
囲
の
環
境
の
変
化

を
も
造
形
化
す
る
手
段
と
し
て
鋳
造
ガ
ラ
ス
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

お
お
ら
か
で
量
感
ゆ
た
か
な
フ
ォ
ル
ム
は
、
1
0
0
0
年
先
に
ま
で

残
る
作
品
を
創
り
た
い
と
願
う
嶋
崎
が
、
人
類
に
と
っ
て
普
遍
的
な

形
を
追
い
求
め
て
た
ど
り
つ
い
た
も
の
で
す
。

　本
展
で
は
鋳
造
ガ
ラ
ス
彫
刻
に
加
え
、
彫
刻
と
並
行
し
て
制
作
さ

れ
て
き
た
大
型
の

絵
画
や
、
嶋
崎
の

思
考
の
過
程
を
た

ど
る
こ
と
が
で
き

る
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

も
展
示
し
、
立
体

と
平
面
に
よ
る
嶋

崎
の
創
作
世
界
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の

壁
面
を
取
り
払
っ

た
開
放
的
な
展
示
室
に
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
で
、
作
品
と
芸
術
館

の
建
築
が
共
鳴
す
る
空
間
が
生
ま
れ
ま
す
。

8/10（土）～11/10（日） 11/19（火）～3/15（日）

9/27(金）～11/10（日）
 淡島雅吉

《しづくガラス タンブラー》

8/10（土）～9/26（木）
この1点を見てほしい

－キスリング《オランダの娘》 

9/14（土）～12/1(日）
アートギャラリー北海道事業

mima-no-me　 #みまのめ〈VOL.5〉

北海道立釧路芸術館　学芸員　熊谷  麻美
2019年9月13日（金）～11月7日（木）2019 9 13 11 7

宇宙象 嶋崎誠展
ガラスの 魂 が 語る

嶋
崎  

誠

1
9
5
4
年

　埼
玉
県
熊
谷
市
で
生
ま
れ
る

1
9
7
5
年

　現
代
美
術
の
私
塾「
B
ゼ
ミ
・
ス
ク
ー
ル
」に
入
学
。

斎
藤
義
重
よ
り
現
代
美
術
を
学
ぶ

1
9
7
7
年

　関
根
伸
夫
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
る

1
9
8
6
年

　北
海
道
津
別
町
に
移
住
。
鋳
造
ガ
ラ
ス
の
技
法
の

研
究
を
開
始
す
る

1
9
9
3
年

　第
1
回
ガ
ラ
ス
彫
刻
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン（
京
都
）

で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

1
9
9
6
年

　イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ス
展（
イ
タ
リ

ア
）に
選
出
さ
れ
る

1
9
9
8
年

　北
海
道
鶴
居
村
に
移
住

2
0
0
7
年

　東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に〈
遙
か
な
る
記
憶
〉が
設
置

さ
れ
る

S
him

azaki M
akoto

没後30年　橋本三郎展 /
生誕100年　鵜川五郎展

【前期】8/2(金)～9/23（月・祝）
【後期】9/26（木）～11/7（木）

北海道立旭川美術館　学芸課長　佐藤 由美加

5 4
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9/13（金）～11/7（木）
宇宙象　嶋崎誠展
ガラスの魂が語る

11/30（土）～2/11（火・祝）
生誕115年

片岡球子と難波田龍起展

12/21（土）～4/12（日）
子どもと楽しむmima

9/14（土）～12/1(日）
三岸好太郎と幻想のイメージ

8/10(土)～10/14(月・祝)
カラヴァッジョ展

10/30(水)～
11/10(日)
北海道書道展
第60回記念展
北のかがやき

2019

9/14(土)～11/10(日）
自然の風景　日本画の世界

9/14(土)～11/10(日）
没後20年　岩橋英遠展

11/30（土）～3/15（日）
アートギャラリー北海道　七彩の美　旭川ゆかりの画家たち

11/30（土）～1/19（日）
没後30年　砂澤ビッキ展

1/23（木）～3/15（日）
イロイロな木

9/13（金）～10/6（日）
北海道遺産選定記念

鶴居村簡易軌道資料展示
12/26（木）～1/19（日）
冬のキッズアトリエ

2/28（金）～4月上旬
所蔵品展
新収蔵展示

高坂和子の世界

9/14（土）～11/4（月・祝）
奇蹟の芸術都市
バルセロナ展

11/19（火）～1/13（月・祝）
タグチ・アートコレクション

球体のパレット

1/25（土）～4/12（日）
みんなのミュシャ　ミュシャからマンガへ

―線の魔術―

9/5（木）～10/27（日）
札幌芸術の森美術館
彫刻コレクション2

11/9（土）～12/25（水）
芸術の森クリスマスアート展

2019

1/19（日）～3/31（火）
森から生まれたクラフト展

家具の彫刻家　フィン・ユール展

11/15（金）～2/12(水）
本郷新と「無辜の民」

2/20（木）～4/22（水）
所蔵品展

1/24（金）～26（日）　さっぽろ雪像彫刻展2020

11/22（金）～2/2（日）
川端康成生誕120年記念

金子鷗亭「川端文学燦文集」

TEL 011-644-6882 道近美

TEL 011-644-8901 三岸美術

TEL 0166-25-2577 旭川美術

TEL 0138-56-6311 函館美術

TEL 0155-22-6963 帯広美術

TEL 0154-23-2381 釧路芸術

TEL 011-591-0090 芸術の森

は特別展示室 は常設展示室　濃色はアートギャラリー北海道

検索

検索

検索

検索

検索

検索

検索

検索

4/6（土）～2020年4/22（水）　本郷新の歩みと芸術　[所蔵品展]

○開館時間 9：00～17：00（入館は 16：30 まで）　※芸術の森 9：45～17：00（6 月から 8 月は 17：30 まで）
○休 館 日 ●毎週月曜日（月曜日が祝日又は振替休日のときは開館、翌火曜日休館）
 ●年末年始　（12/29 ～ 1/3）　●展示替え期間　（展覧会と展覧会の間）
 ※施設により臨時休館、臨時開館の場合もありますので、各施設のホームページでご確認いただくか施設にご確認願います。
※会員証の利用について　貸館の観覧は会員証が利用できない場合がありますので、ご了承願います。
※[アートギャラリー北海道 ]は、道内の美術館がネットワークでつながり、双方向でアートを紹介・発信することにより、北海道全体がアートの舞台となる
ことを目指す取組みです。

〈わだつみ〉（1993年）
第1回ガラス彫刻コンペティション グランプリ受賞作

〈天水卵〉（2003年）
鶴居村プロムナードに設置されているモニュメント

2019.9～2020.3MUSEUM CALENDAR

11/19(火)～1/13(月・祝)
アイヌの美しき手仕事

柳宗悦と芹沢銈介のコレクションから

1/25(土)～3/15(日)
北海道151年のヴンダーカンマー

9/14(土)～11/24(日）
世界を魅了した浮世絵師
北斎展　師と弟子たち

9/14(土)～11/24(日）
絵画は躍る？！

12/14（土）～3/15（日）
コレクション・セレクション～写真～

12/14（土）～3/15（日）
網走市立美術館コレクション選

居串佳一とオホーツクの画家たち

2/8（土）～3/31（火）
良寛さ～ん！

田辺三重松　水彩・素描の世界

9/7(土）～11/10（日）
アートギャラリー北海道　タグチ・アートコレクション

球体のパレット

2/8（土）～3/31（火）

9/７（土）～2/2（日）
ハコビ・コレクションの現代アート

バック・トゥ･ザ･フューチャー来るべき20年代に向けて
/新収蔵品展/ふれるかたち　

11/19（火）～1/16（木）
この1点を見てほしい－ドーム《鹿文花器》

1/17（金）～3/15（日）
小柴外一《龍香炉》

友田コレクション　西洋版画の名品/追悼 松樹路人展/瀧川嘉子展

　嶋
崎
誠
は
北
海
道
東
部
の
鶴
居
村
に
制
作
拠
点
を
構
え
る
現
代

美
術
家
で
す
。
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
発
明
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
の
鋳

造
技
法
か
ら
独
自
に
発
展
さ
せ
た
技
法
で
、
彫
刻
を
制
作
し
て
い
ま

す
。　鋳

造
ガ
ラ
ス
の
彫
刻
は
、
石
膏
の
型
に
ガ
ラ
ス
の
粒
を
詰
め
、
高

温
で
熱
し
、
徐
冷
し
て
研
磨
す
る
と
い
う
工
程
を
踏
ん
で
制
作
さ
れ

ま
す
。
大
型
の
作
品
で
あ
れ
ば
徐
冷
だ
け
で
数
ヶ
月
も
の
時
間
を

要
し
ま
す
が
、
そ
の
間
に
ガ
ラ
ス
は
温
度
の
変
化
や
地
球
の
重
力
の

影
響
を
受
け
、
彫
刻
の
内
部
で
は
色
が
複
雑
に
混
ざ
り
合
っ
た
り
、

気
泡
や
ヒ
ビ
が
生
じ
た
り
と
、
多
様
な
現
象
を
見
せ
ま
す
。

　嶋
崎
は
20
代
の
頃
よ
り
斎
藤
義
重
や
関
根
伸
夫
に
師
事
し
、
素
材

が
多
様
化
し
た
り
、
表
現
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
さ
え
も
問
い
た
だ

し
た
り
す
る
現
代
美
術
の
動
向
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
自

身
の
心
情
や
目
に
見
え
る
自
然
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
自
身
を

消
滅
さ
せ
、
自
然
現
象
の
結
果
を
見
せ
る
作
品
を
創
り
た
い
―
―
。

そ
う
考
え
た
嶋
崎
に
と
っ
て
、
時
間
の
経
過
や
周
囲
の
環
境
の
変
化

を
も
造
形
化
す
る
手
段
と
し
て
鋳
造
ガ
ラ
ス
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

お
お
ら
か
で
量
感
ゆ
た
か
な
フ
ォ
ル
ム
は
、
1
0
0
0
年
先
に
ま
で

残
る
作
品
を
創
り
た
い
と
願
う
嶋
崎
が
、
人
類
に
と
っ
て
普
遍
的
な

形
を
追
い
求
め
て
た
ど
り
つ
い
た
も
の
で
す
。

　本
展
で
は
鋳
造
ガ
ラ
ス
彫
刻
に
加
え
、
彫
刻
と
並
行
し
て
制
作
さ

れ
て
き
た
大
型
の

絵
画
や
、
嶋
崎
の

思
考
の
過
程
を
た

ど
る
こ
と
が
で
き

る
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

も
展
示
し
、
立
体

と
平
面
に
よ
る
嶋

崎
の
創
作
世
界
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の

壁
面
を
取
り
払
っ

た
開
放
的
な
展
示
室
に
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
で
、
作
品
と
芸
術
館

の
建
築
が
共
鳴
す
る
空
間
が
生
ま
れ
ま
す
。

8/10（土）～11/10（日） 11/19（火）～3/15（日）

9/27(金）～11/10（日）
 淡島雅吉

《しづくガラス タンブラー》

8/10（土）～9/26（木）
この1点を見てほしい

－キスリング《オランダの娘》 

9/14（土）～12/1(日）
アートギャラリー北海道事業

mima-no-me　 #みまのめ〈VOL.5〉

北海道立釧路芸術館　学芸員　熊谷  麻美
2019年9月13日（金）～11月7日（木）2019 9 13 11 7

宇宙象 嶋崎誠展
ガ ラスの 魂 が 語る

嶋
崎  

誠

1
9
5
4
年

　埼
玉
県
熊
谷
市
で
生
ま
れ
る

1
9
7
5
年

　現
代
美
術
の
私
塾「
B
ゼ
ミ
・
ス
ク
ー
ル
」に
入
学
。

斎
藤
義
重
よ
り
現
代
美
術
を
学
ぶ

1
9
7
7
年

　関
根
伸
夫
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
る

1
9
8
6
年

　北
海
道
津
別
町
に
移
住
。
鋳
造
ガ
ラ
ス
の
技
法
の

研
究
を
開
始
す
る

1
9
9
3
年

　第
1
回
ガ
ラ
ス
彫
刻
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン（
京
都
）

で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

1
9
9
6
年

　イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ス
展（
イ
タ
リ

ア
）に
選
出
さ
れ
る

1
9
9
8
年

　北
海
道
鶴
居
村
に
移
住

2
0
0
7
年

　東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に〈
遙
か
な
る
記
憶
〉が
設
置

さ
れ
る

S
him

azaki M
akoto

没後30年　橋本三郎展 /
生誕100年　鵜川五郎展

【前期】8/2(金)～9/23（月・祝）
【後期】9/26（木）～11/7（木）

北海道立旭川美術館　学芸課長　佐藤 由美加

5 4
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近
代
美
術
館

三島常磐〈岩見沢工場〉明治中期
北海道博物館蔵

m
i
m
a 

三
岸
好
太
郎
美
術
館

　

釧
路
芸
術
館

帯
広
美
術
館

三
岸
好
太
郎
と
幻
想
の
イ
メ
ー
ジ

9
月
14
日（
土
）〜
12
月
1
日（
日
）

　
1
9
0
3
年
札
幌
生
ま
れ
の
三
岸
好
太
郎
は

31
歳
と
い
う
短
い
生
涯
で
し
た
が
、新
し
い
美
術

思
潮
に
ふ
れ
る
な
か
で
、先
鋭
的
な
表
現
に
踏
み

込
む
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
に
取
り
組
み
、作
風
を
め

ま
ぐ
る
し
く
変
貌
さ
せ
ま
し
た
。芸
術
の
要
件
と

し
て「
感
情
興
奮
」と
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る「
造

型
的
構
成
」が
必
須
で
あ
り
、そ
の
融
合
か
ら
美

が
生
み
出
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
こ
の
画
家
に
と
っ

て
、最
晩
年
に
着
想
し
た
詩
的
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
色

濃
い《
蝶
と
貝
殻
》と
い
う
テ
ー
マ
も
ま
た
、さ
ら

な
る
変
貌
を
開
く
扉
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

「
蝶
ト
貝
殻（
視
覚
詩
）」の
詩
作
と
の
関
連
性
が

強
い《
筆
彩
素
描
集『
蝶
と
貝
殻
』》で
は
、言
葉

と
絵
画
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
の
交
差
や
、「
蝶
」や

「
貝
」が
想
起
さ
せ
る
エ
ロ
ス
や
死
の
ア
レ
ゴ
リ
ー

（
寓
意
）な
ど
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　
本
展
で
は
、三
岸
が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

た
1
9
3
2
年
の「
巴
里
・
東
京
新
興
美
術
連

盟
展
」に
関
わ
る
資
料
や
、シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
画

家
と
し
て
知
ら
れ
る
ダ
リ
や
マ
グ
リ
ッ
ト
の
版
画
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
日
本
で

の
受
容
に
つ
い
て
も
目
を
向
け
、小
川
原
脩
を
は

じ
め
と
し
て
1
9
3
0
年
代
を
中
心
に
影
響
が

見
ら
れ
る
画
家
の
作
品
も
ご
覧
い
た
だ
き
な
が

ら
、三
岸
好
太
郎
の
画
業
に
お
け
る
幻
想
の
イ

メ
ー
ジ
世
界
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
ま
す
。

北
海
道
151
年
の
ヴ
ン
ダ
ー
カ
ン
マ
ー

2
0
2
0
年
1
月
25
日
（
土
）
〜
3
月
15
日
（
日
）

　
昨
年
、2
0
1
8
年
は
、「
北
海
道
命
名
1
5
0

年
」の
年
と
し
て
、改
め
て
そ
の
歴
史
が
注
目
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
な
か
で
、北
海
道
に
住
む
人
々
は
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
、何
を
創
り
だ
し
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。明
治
維
新
か
ら
開
拓
使
時
代
に
か
け
て

の
激
動
の
時
代
、そ
し
て
新
た
な
街
も
増
え
、文
化

の
発
展
・
興
隆
を
見
た
明
治
後
期
か
ら
大
正
、さ

ら
に
新
た
な
時
代
を
迎
え
た
戦
後
か
ら
現
代
に
か
け

て
、そ
の
成
果
は
こ
の
地
の
営
み
の
な
か
で
、さ
ま
ざ

ま
な
か
た
ち
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、美
術
館
、博
物
館
、図
書
館
と
い
っ
た

道
内
諸
機
関
の
所
蔵
品
と
あ
わ
せ
、北
海
道
に
住

む
現
代
美
術
家
に
よ
る
本
展
の
た
め
の
新
作
に
よ

り
、北
海
道
に
お
け
る
1
5
1
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
の
成
果
を
、
15
世
紀
か
ら
18
世
紀
に
か
け
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流

行
し
た
、
蒐
集

品
を
飾
る
部

屋「
ヴ
ン
ダ
ー
カ

ン
マ
ー
」さ
な
が

ら
に
、ビ
ジ
ュ
ア

ル
な
形
で
紹
介

し
ま
す
。

網
走
市
立
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
選

　

居
串
佳
一
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
画
家
た
ち

 

12
月
14
日
（
土
）〜
2
0
2
0
年
3
月
15
日
（
日
）

　
居
串
佳
一
（
1
9
1
1
〜
1
9
5
5
）
は
、

野
付
牛
村
相
之
内
（
現
・
北
見
市
）
に
生
ま
れ
、

網
走
で
育
っ
た
油
彩
画
家
で
す
。
網
走
中
学
校

（
現
・
網
走
南
ヶ
丘
高
校
）
在
学
中
か
ら
道
展

に
作
品
が
入
選
す
る
な
ど
、
早
く
か
ら
注
目
を

集
め
て
き
ま
し
た
。
上
京
し
て
か
ら
も
絵
を
描

き
続
け
、
故
郷
で
あ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
風
土
を

主
題
と
し
た
絵
画
を
中
心
に
、
数
々
の
作
品
を

残
し
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
網
走
市
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る

1
，4
0
0
点
を
超
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中

か
ら
、
居
串
佳
一
の
作
品
を
中
心
に
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
地
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る
画
家
た
ち
の
作
品

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
網
走
で
育
ち
、
東
京
美

術
学
校
で
絵
を
学
び
活
躍
し
た
高
橋
道
雄
や
松

樹
路
人
、
紋
別
に
生
ま
れ
、
北
国
で
暮
ら
す
動

物
の
世
界
を
描
く
手
島
圭
三
郎
、
道
東
の
風
景

の
数
々
を

描
い
た
田

中
良
な
ど

の
秀
作
を

展
覧
し
ま

す
。

高
坂
和
子
の
世
界

〜
野
の
花
た
ち
の
さ
さ
や
き
に

2
0
2
0
年
2
月
28
日
（
金
）〜
4
月
上
旬

　
高
坂
和
子（
1
9
2
4
〜
2
0
0
5
）は
室

蘭
に
生
ま
れ
、1
9
4
5
年
に
根
室
へ
移
っ
た
。

1
9
7
2
年
か
ら
道
展
に
出
品
し
、1
9
8
0

年
代
か
ら
評
価
を
高
め
、道
内
公
立
美
術
館
の

様
々
な
企
画
展
に
出
品
を
重
ね
た
。 

　
彼
女
は
身
近
な
路
傍
の
草
花
を「
野
の
花
た

ち
」と
呼
ん
で
愛
お
し
み
、一
貫
し
て
根
室
の
叢
や

林
に
題
材
を
求
め
た
。小
さ
な
草
花
が
密
集
す
る

一
角
を
キ
ャ
ン
バ
ス
い
っ
ぱ
い
に
切
り
取
り
、葉
の

一
枚
一
枚
に
眼
を
向
け
る
。左
上
か
ら
右
下
へ
斜

め
に
筆
を
走
ら
せ
る
の
は
、画
面
に
リ
ズ
ム
を
生
む

と
と
も
に
、吹
き
抜
け
る
風
を
表
現
す
る
手
法
だ
。

群
落
が
ど
れ
ほ
ど
繁
茂
し
て
も
決
し
て
濃
厚
な
緑

色
に
な
ら
な
い
の
は
、北
辺
の
厳
し
い
風
土
で
は
植

物
の
生
命
力
が
あ
ま
り
に
可
憐
で
あ
り
、そ
れ
ら

を
照
ら
し
出
す
光
も
ま
た
苛
烈
に
な
ら
な
い
ゆ
え

か
。そ
し
て
時
に
か
が
や
き
、時
に
沈
潜
す
る
色
調

は
、彼
女
の
心
の
光
と
影
を
も
ま
た
、ひ
そ
や
か
に

伝
え
て
い
る
。

　
本
展
で

は
高
坂
和

子
の
歩
み

を
、当
館

所
蔵
の
初

期
か
ら
最

後
の
発
表

作
ま
で
14

点
に
よ
り

紹
介
す
る
。

居串佳一〈氷上漁業〉1936年
網走市立美術館蔵

川俣正〈Iwamizawa project model -1〉2016年　
©KAWAMATA　2016

旭
川
美
術
館

函
館
美
術
館

本
郷
新
記
念
札
幌
彫
刻
美
術
館

札
幌
芸
術
の
森
美
術
館

タ
グ
チ
・
ア
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

球
体
の
パ
レ
ッ
ト

11
月
19
日（
火
）〜
2
0
2
0
年
1
月
13
日（
月
・
祝
）

　
じ
つ
に
多
種
多
様
な
人
種
や
民
族
が
、そ
れ
ぞ

れ
に
社
会
を
形
成
し
、文
化
を
生
み
出
す
、こ
の

地
球
。あ
え
て
こ
の
地
球
を
色
分
け
し
て
み
る
と
、

そ
れ
は
ま
る
で「
球
体
の
パ
レ
ッ
ト
」の
よ
う
で
す
。

「
現
代
美
術
」と
は
、そ
う
し
た
現
在
を
生
き
て
い

る
自
分
や
周
辺
の
色
々
を
取
り
出
し
て
、表
さ
れ

た
も
の
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。本
展
は
、世
界
中

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
表
現
さ
れ
た
鮮
度
の
高
い
現

代
美
術
を
集
め
た
展
覧
会
で
す
。

　
複
数
の
宗
教
、説
話
を
混
ぜ
合
わ
せ
、極
彩

色
と
金
細
工
で
絵
画
を
描
く
ラ
キ
ブ
・
シ
ョ
ウ
。

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
高
梨
沙
羅
選
手
を
モ
デ
ル
に

ス
ポ
ー
ツ
と
広
告
の
関
係
を
ア
ー
ト
で
探
る

ウ
ェ
ン
デ
ィ・
ホ
ワ
イ
ト
。ア
ン
デ
ィ・
ウ
ォ
ー
ホ
ル

や
キ
ー
ス・ヘ
リ
ン
グ
、草
間
彌
生
や
オ
ノ
･
ヨ
ー
コ
、

奈
良
美
智
、村
上
隆
、北
海
道
ゆ
か
り
の
川
俣
正

な
ど
な
じ
み
の
あ
る
美
術
家
か
ら
、今
を
時
め
く

若
手
作
家

に
至
る
ま

で
絵
画
や

版
画
、
彫

刻
、
映
像

作
品
な
ど

52
作
家
66

点
の
作
品

で
構
成
さ

れ
ま
す
。

本
郷
新
と「
無
辜
の
民
」

11
月
15
日（
金
）〜
2
0
2
0
年
2
月
12
日（
水
）

　
札
幌
生
ま
れ
の
彫
刻
家
、
本
郷
新
は
、

1
9
6
0
年
代
か
ら
70
年
代
に
か
け
て
苦
し
み

を
強
い
ら
れ
る
人
々
や
、困
難
に
立
ち
向
か
い
打

ち
克
と
う
と
す
る
人
物
を
題
材
に
し
た
作
品
を

次
々
に
制
作
し
ま
し
た
。な
か
で
も
1
9
7
0
年

に
制
作
さ
れ
た
15
点
か
ら
な
る「
無
辜
の
民
」シ

リ
ー
ズ
は
、小
品
で
あ
り
な
が
ら
見
る
も
の
の
心
を

打
つ
鮮
烈
な
造
形
表
現
が
な
さ
れ
、本
郷
の
代
表

作
の
ひ
と
つ
で
す
。一
連
の
作
品
は
、中
東
や
ビ
ル
マ

に
お
け
る
紛
争
の
激
化
を
機
に
、一
挙
に
手
が
け
ら

れ
ま
し
た
。平
和
を
希
求
し
た
彫
刻
家
の
思
い
が

こ
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、き
つ
く
布
を
巻
か
れ

七
彩
の
美

　旭
川
ゆ
か
り
の
画
家
た
ち

 

11
月
30
日
（
土
）〜
2
0
2
0
年
3
月
15
日
（
日
）

　
道
北
に
ゆ
か
り
の
あ
る
美
術
を
扱
う
旭
川
美

術
館
で
は
、
地
元
の
画
家
た
ち
に
焦
点
を
あ
て

た
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
旭
川
は
、街
中
や
中
原
悌
二
郎
記
念
旭
川
市

彫
刻
美
術
館
な
ど
彫
刻
作
品
に
触
れ
る
機
会
の

多
い
地
域
で
す
。一
方
で
、北
海
道
教
育
大
学
旭

川
校
を
は
じ
め
、画
家
を
目
指
す
、あ
る
い
は
美

術
教
員
と
な
る
環
境
や
、純
生
美
術
会
、新
ロ
マ

ン
派
美
術
協
会
な
ど
の
美
術
団
体
を
中
心
に
、制

作
に
取
り
組
む
作
家
も
多
く
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、改
め
て
、旭
川
を
中
心
と
す
る
地

域
ゆ
か
り
の
画
家
た
ち
を
取
り
上
げ
、
色
彩
豊

か
な
表
現
を
通
し
て
、１
９
４
０
年
代
か
ら
80
年

代
を
中
心
に
旭
川
の
美
術
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
旭
川
の
美
術
の
創
生
期
を
担
っ
た
高
橋
北
修

や
旧
偕
行
社
を
は
じ
め
と
す
る
旭
川
の
風
景
を

描
い
た
佐
藤
進
に
は
じ
ま
り
、日
本
の
抽
象
を

代
表
す
る
画
家
で
旭
川
生
ま
れ
の
難
波
田
龍
起

な
ど
、
当
館
の
所
蔵
作
品
を
は
じ
め
と
す
る
約

50
点
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
北
海
道
の
連
携
館
で
あ
る
富

良
野
市
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
ご
協

力
を
い
た
だ

き
、
晩
年
富

良
野
で
制

作
を
行
っ
た

小
野
州
一
の

作
品
を
展

示
し
ま
す
。

金
子
鷗
亭「
川
端
文
学
燦
文
集
」

 

11
月
22
日
（
金
）〜
2
0
2
0
年
2
月
2
日
（
日
）

　
川
端
康
成
の
小
説
か
ら
抄
出
し
た
珠
玉
の
散
文
を

松
前
生
ま
れ
の
書
家
･
金
子
鷗
亭
が
揮
毫
し
た
書
作

品「
川
端
文
学
燦
文
集
」。ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞

し
た
小
説
家
･
川
端
康
成
の
生
誕
1
2
0
年
に
あ
た

る
今
年
、「
川
端
文
学
燦
文
集
」を
全
点
展
示
し
ま

す
。

　
こ
の
作
品
は
、本
来
、1
9
8
1（
昭
和
56
）年
に

全
2
1
1
点
の
作
品
と
し
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
が
、の

ち
、1
9
8
9（
平
成
元
）年
に
、
38
点
が
再
制
作
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、1
9
8
1
年
の
作
品
と
1
9
8
9
年

の
再
制
作
し
た
作
品
を
あ
わ
せ
て
展
示
。両
者
を
対

照
し
て
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、書
家
が
再
制
作
に
こ

め
た
思
い
に
ふ
れ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。原
作

小
説
の
書
籍
も
同
時
に
展
示
い
た
し
ま
す
。ま
た
、映

画「
古
都
」（
12
月
7
日
）「
伊
豆
の
踊
り
子
」（
12
月

8
日
）の
上
映
会
も
ご
ざ
い
ま
す
。金
子
鷗
亭
の
書
を

通
し
て
、
文

豪
の
耽
美

的
な
世
界

に
、
あ
ら
た

め
て
ふ
れ
て

み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う

か
。

佐藤進〈館〉1980年　当館蔵

金子鷗亭　
〈川端文学燦文集「雪国」より 夜の底が…〉
1989年　当館蔵

本郷新〈無辜の民－虜われた人Ⅰ〉1970年
本郷新記念札幌彫刻美術館蔵

た
人
体
に
よ
っ
て
人
々
の
苦
し
み
を
表
そ
う
と
す

る
独
創
的
な
表
現
が
試
み
ら
れ
て
い
る
点
も
見

逃
せ
ま
せ
ん
。

　
同
時
期
に
手
が
け
ら
れ
た
旭
川
市
常
磐
公
園

の《
風
雪
の
群
像
》、苫
小
牧
市
の《
勇
払
千
人
同

心
》と
い
っ
た
大
型
の
野
外
彫
刻
や「
無
辜
の
民
」

シ
リ
ー
ズ
の

造
形
的
な

魅
力
と
制

作
背
景
を
、

ブ
ロ
ン
ズ
彫

刻
、石
膏
原

型
、ス
ケ
ッ
チ

に
よ
っ
て
紹

介
し
ま
す
。

高坂和子〈秋の抄〉1996年
北海道立釧路芸術館蔵

三岸好太郎〈飛ぶ蝶〉1934年
三岸好太郎美術館蔵

とら
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近
代
美
術
館

三島常磐〈岩見沢工場〉明治中期
北海道博物館蔵

m
i
m
a 

三
岸
好
太
郎
美
術
館

　

釧
路
芸
術
館

帯
広
美
術
館

三
岸
好
太
郎
と
幻
想
の
イ
メ
ー
ジ

9
月
14
日（
土
）〜
12
月
1
日（
日
）

　
1
9
0
3
年
札
幌
生
ま
れ
の
三
岸
好
太
郎
は

31
歳
と
い
う
短
い
生
涯
で
し
た
が
、新
し
い
美
術

思
潮
に
ふ
れ
る
な
か
で
、先
鋭
的
な
表
現
に
踏
み

込
む
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
に
取
り
組
み
、作
風
を
め

ま
ぐ
る
し
く
変
貌
さ
せ
ま
し
た
。芸
術
の
要
件
と

し
て「
感
情
興
奮
」と
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る「
造

型
的
構
成
」が
必
須
で
あ
り
、そ
の
融
合
か
ら
美

が
生
み
出
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
こ
の
画
家
に
と
っ

て
、最
晩
年
に
着
想
し
た
詩
的
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
色

濃
い《
蝶
と
貝
殻
》と
い
う
テ
ー
マ
も
ま
た
、さ
ら

な
る
変
貌
を
開
く
扉
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

「
蝶
ト
貝
殻（
視
覚
詩
）」の
詩
作
と
の
関
連
性
が

強
い《
筆
彩
素
描
集『
蝶
と
貝
殻
』》で
は
、言
葉

と
絵
画
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
の
交
差
や
、「
蝶
」や

「
貝
」が
想
起
さ
せ
る
エ
ロ
ス
や
死
の
ア
レ
ゴ
リ
ー

（
寓
意
）な
ど
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　
本
展
で
は
、三
岸
が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

た
1
9
3
2
年
の「
巴
里
・
東
京
新
興
美
術
連

盟
展
」に
関
わ
る
資
料
や
、シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
画

家
と
し
て
知
ら
れ
る
ダ
リ
や
マ
グ
リ
ッ
ト
の
版
画
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
日
本
で

の
受
容
に
つ
い
て
も
目
を
向
け
、小
川
原
脩
を
は

じ
め
と
し
て
1
9
3
0
年
代
を
中
心
に
影
響
が

見
ら
れ
る
画
家
の
作
品
も
ご
覧
い
た
だ
き
な
が

ら
、三
岸
好
太
郎
の
画
業
に
お
け
る
幻
想
の
イ

メ
ー
ジ
世
界
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
ま
す
。

北
海
道
151
年
の
ヴ
ン
ダ
ー
カ
ン
マ
ー

2
0
2
0
年
1
月
25
日
（
土
）
〜
3
月
15
日
（
日
）

　
昨
年
、2
0
1
8
年
は
、「
北
海
道
命
名
1
5
0

年
」の
年
と
し
て
、改
め
て
そ
の
歴
史
が
注
目
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
な
か
で
、北
海
道
に
住
む
人
々
は
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
、何
を
創
り
だ
し
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。明
治
維
新
か
ら
開
拓
使
時
代
に
か
け
て

の
激
動
の
時
代
、そ
し
て
新
た
な
街
も
増
え
、文
化

の
発
展
・
興
隆
を
見
た
明
治
後
期
か
ら
大
正
、さ

ら
に
新
た
な
時
代
を
迎
え
た
戦
後
か
ら
現
代
に
か
け

て
、そ
の
成
果
は
こ
の
地
の
営
み
の
な
か
で
、さ
ま
ざ

ま
な
か
た
ち
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、美
術
館
、博
物
館
、図
書
館
と
い
っ
た

道
内
諸
機
関
の
所
蔵
品
と
あ
わ
せ
、北
海
道
に
住

む
現
代
美
術
家
に
よ
る
本
展
の
た
め
の
新
作
に
よ

り
、北
海
道
に
お
け
る
1
5
1
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
の
成
果
を
、
15
世
紀
か
ら
18
世
紀
に
か
け
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流

行
し
た
、
蒐
集

品
を
飾
る
部

屋「
ヴ
ン
ダ
ー
カ

ン
マ
ー
」さ
な
が

ら
に
、ビ
ジ
ュ
ア

ル
な
形
で
紹
介

し
ま
す
。

網
走
市
立
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
選

　

居
串
佳
一
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
画
家
た
ち

 

12
月
14
日
（
土
）〜
2
0
2
0
年
3
月
15
日
（
日
）

　
居
串
佳
一
（
1
9
1
1
〜
1
9
5
5
）
は
、

野
付
牛
村
相
之
内
（
現
・
北
見
市
）
に
生
ま
れ
、

網
走
で
育
っ
た
油
彩
画
家
で
す
。
網
走
中
学
校

（
現
・
網
走
南
ヶ
丘
高
校
）
在
学
中
か
ら
道
展

に
作
品
が
入
選
す
る
な
ど
、
早
く
か
ら
注
目
を

集
め
て
き
ま
し
た
。
上
京
し
て
か
ら
も
絵
を
描

き
続
け
、
故
郷
で
あ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
風
土
を

主
題
と
し
た
絵
画
を
中
心
に
、
数
々
の
作
品
を

残
し
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
網
走
市
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る

1
，4
0
0
点
を
超
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中

か
ら
、
居
串
佳
一
の
作
品
を
中
心
に
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
地
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る
画
家
た
ち
の
作
品

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
網
走
で
育
ち
、
東
京
美

術
学
校
で
絵
を
学
び
活
躍
し
た
高
橋
道
雄
や
松

樹
路
人
、
紋
別
に
生
ま
れ
、
北
国
で
暮
ら
す
動

物
の
世
界
を
描
く
手
島
圭
三
郎
、
道
東
の
風
景

の
数
々
を

描
い
た
田

中
良
な
ど

の
秀
作
を

展
覧
し
ま

す
。

高
坂
和
子
の
世
界

〜
野
の
花
た
ち
の
さ
さ
や
き
に

2
0
2
0
年
2
月
28
日
（
金
）〜
4
月
上
旬

　
高
坂
和
子（
1
9
2
4
〜
2
0
0
5
）は
室

蘭
に
生
ま
れ
、1
9
4
5
年
に
根
室
へ
移
っ
た
。

1
9
7
2
年
か
ら
道
展
に
出
品
し
、1
9
8
0

年
代
か
ら
評
価
を
高
め
、道
内
公
立
美
術
館
の

様
々
な
企
画
展
に
出
品
を
重
ね
た
。 

　
彼
女
は
身
近
な
路
傍
の
草
花
を「
野
の
花
た

ち
」と
呼
ん
で
愛
お
し
み
、一
貫
し
て
根
室
の
叢
や

林
に
題
材
を
求
め
た
。小
さ
な
草
花
が
密
集
す
る

一
角
を
キ
ャ
ン
バ
ス
い
っ
ぱ
い
に
切
り
取
り
、葉
の

一
枚
一
枚
に
眼
を
向
け
る
。左
上
か
ら
右
下
へ
斜

め
に
筆
を
走
ら
せ
る
の
は
、画
面
に
リ
ズ
ム
を
生
む

と
と
も
に
、吹
き
抜
け
る
風
を
表
現
す
る
手
法
だ
。

群
落
が
ど
れ
ほ
ど
繁
茂
し
て
も
決
し
て
濃
厚
な
緑

色
に
な
ら
な
い
の
は
、北
辺
の
厳
し
い
風
土
で
は
植

物
の
生
命
力
が
あ
ま
り
に
可
憐
で
あ
り
、そ
れ
ら

を
照
ら
し
出
す
光
も
ま
た
苛
烈
に
な
ら
な
い
ゆ
え

か
。そ
し
て
時
に
か
が
や
き
、時
に
沈
潜
す
る
色
調

は
、彼
女
の
心
の
光
と
影
を
も
ま
た
、ひ
そ
や
か
に

伝
え
て
い
る
。

　
本
展
で

は
高
坂
和

子
の
歩
み

を
、当
館

所
蔵
の
初

期
か
ら
最

後
の
発
表

作
ま
で
14

点
に
よ
り

紹
介
す
る
。

居串佳一〈氷上漁業〉1936年
網走市立美術館蔵

川俣正〈Iwamizawa project model -1〉2016年　
©KAWAMATA　2016

旭
川
美
術
館

函
館
美
術
館

本
郷
新
記
念
札
幌
彫
刻
美
術
館

札
幌
芸
術
の
森
美
術
館

タ
グ
チ
・
ア
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

球
体
の
パ
レ
ッ
ト

11
月
19
日（
火
）〜
2
0
2
0
年
1
月
13
日（
月
・
祝
）

　
じ
つ
に
多
種
多
様
な
人
種
や
民
族
が
、そ
れ
ぞ

れ
に
社
会
を
形
成
し
、文
化
を
生
み
出
す
、こ
の

地
球
。あ
え
て
こ
の
地
球
を
色
分
け
し
て
み
る
と
、

そ
れ
は
ま
る
で「
球
体
の
パ
レ
ッ
ト
」の
よ
う
で
す
。

「
現
代
美
術
」と
は
、そ
う
し
た
現
在
を
生
き
て
い

る
自
分
や
周
辺
の
色
々
を
取
り
出
し
て
、表
さ
れ

た
も
の
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。本
展
は
、世
界
中

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
表
現
さ
れ
た
鮮
度
の
高
い
現

代
美
術
を
集
め
た
展
覧
会
で
す
。

　
複
数
の
宗
教
、説
話
を
混
ぜ
合
わ
せ
、極
彩

色
と
金
細
工
で
絵
画
を
描
く
ラ
キ
ブ
・
シ
ョ
ウ
。

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
高
梨
沙
羅
選
手
を
モ
デ
ル
に

ス
ポ
ー
ツ
と
広
告
の
関
係
を
ア
ー
ト
で
探
る

ウ
ェ
ン
デ
ィ・
ホ
ワ
イ
ト
。ア
ン
デ
ィ・
ウ
ォ
ー
ホ
ル

や
キ
ー
ス・ヘ
リ
ン
グ
、草
間
彌
生
や
オ
ノ
･
ヨ
ー
コ
、

奈
良
美
智
、村
上
隆
、北
海
道
ゆ
か
り
の
川
俣
正

な
ど
な
じ
み
の
あ
る
美
術
家
か
ら
、今
を
時
め
く

若
手
作
家

に
至
る
ま

で
絵
画
や

版
画
、
彫

刻
、
映
像

作
品
な
ど

52
作
家
66

点
の
作
品

で
構
成
さ

れ
ま
す
。

本
郷
新
と「
無
辜
の
民
」

11
月
15
日（
金
）〜
2
0
2
0
年
2
月
12
日（
水
）

　
札
幌
生
ま
れ
の
彫
刻
家
、
本
郷
新
は
、

1
9
6
0
年
代
か
ら
70
年
代
に
か
け
て
苦
し
み

を
強
い
ら
れ
る
人
々
や
、困
難
に
立
ち
向
か
い
打

ち
克
と
う
と
す
る
人
物
を
題
材
に
し
た
作
品
を

次
々
に
制
作
し
ま
し
た
。な
か
で
も
1
9
7
0
年

に
制
作
さ
れ
た
15
点
か
ら
な
る「
無
辜
の
民
」シ

リ
ー
ズ
は
、小
品
で
あ
り
な
が
ら
見
る
も
の
の
心
を

打
つ
鮮
烈
な
造
形
表
現
が
な
さ
れ
、本
郷
の
代
表

作
の
ひ
と
つ
で
す
。一
連
の
作
品
は
、中
東
や
ビ
ル
マ

に
お
け
る
紛
争
の
激
化
を
機
に
、一
挙
に
手
が
け
ら

れ
ま
し
た
。平
和
を
希
求
し
た
彫
刻
家
の
思
い
が

こ
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、き
つ
く
布
を
巻
か
れ

七
彩
の
美

　旭
川
ゆ
か
り
の
画
家
た
ち

 

11
月
30
日
（
土
）〜
2
0
2
0
年
3
月
15
日
（
日
）

　
道
北
に
ゆ
か
り
の
あ
る
美
術
を
扱
う
旭
川
美

術
館
で
は
、
地
元
の
画
家
た
ち
に
焦
点
を
あ
て

た
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
旭
川
は
、街
中
や
中
原
悌
二
郎
記
念
旭
川
市

彫
刻
美
術
館
な
ど
彫
刻
作
品
に
触
れ
る
機
会
の

多
い
地
域
で
す
。一
方
で
、北
海
道
教
育
大
学
旭

川
校
を
は
じ
め
、画
家
を
目
指
す
、あ
る
い
は
美

術
教
員
と
な
る
環
境
や
、純
生
美
術
会
、新
ロ
マ

ン
派
美
術
協
会
な
ど
の
美
術
団
体
を
中
心
に
、制

作
に
取
り
組
む
作
家
も
多
く
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、改
め
て
、旭
川
を
中
心
と
す
る
地

域
ゆ
か
り
の
画
家
た
ち
を
取
り
上
げ
、
色
彩
豊

か
な
表
現
を
通
し
て
、１
９
４
０
年
代
か
ら
80
年

代
を
中
心
に
旭
川
の
美
術
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
旭
川
の
美
術
の
創
生
期
を
担
っ
た
高
橋
北
修

や
旧
偕
行
社
を
は
じ
め
と
す
る
旭
川
の
風
景
を

描
い
た
佐
藤
進
に
は
じ
ま
り
、日
本
の
抽
象
を

代
表
す
る
画
家
で
旭
川
生
ま
れ
の
難
波
田
龍
起

な
ど
、
当
館
の
所
蔵
作
品
を
は
じ
め
と
す
る
約

50
点
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
北
海
道
の
連
携
館
で
あ
る
富

良
野
市
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
ご
協

力
を
い
た
だ

き
、
晩
年
富

良
野
で
制

作
を
行
っ
た

小
野
州
一
の

作
品
を
展

示
し
ま
す
。

金
子
鷗
亭「
川
端
文
学
燦
文
集
」

 

11
月
22
日
（
金
）〜
2
0
2
0
年
2
月
2
日
（
日
）

　
川
端
康
成
の
小
説
か
ら
抄
出
し
た
珠
玉
の
散
文
を

松
前
生
ま
れ
の
書
家
･
金
子
鷗
亭
が
揮
毫
し
た
書
作

品「
川
端
文
学
燦
文
集
」。ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞

し
た
小
説
家
･
川
端
康
成
の
生
誕
1
2
0
年
に
あ
た

る
今
年
、「
川
端
文
学
燦
文
集
」を
全
点
展
示
し
ま

す
。

　
こ
の
作
品
は
、本
来
、1
9
8
1（
昭
和
56
）年
に

全
2
1
1
点
の
作
品
と
し
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
が
、の

ち
、1
9
8
9（
平
成
元
）年
に
、
38
点
が
再
制
作
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、1
9
8
1
年
の
作
品
と
1
9
8
9
年

の
再
制
作
し
た
作
品
を
あ
わ
せ
て
展
示
。両
者
を
対

照
し
て
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、書
家
が
再
制
作
に
こ

め
た
思
い
に
ふ
れ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。原
作

小
説
の
書
籍
も
同
時
に
展
示
い
た
し
ま
す
。ま
た
、映

画「
古
都
」（
12
月
7
日
）「
伊
豆
の
踊
り
子
」（
12
月

8
日
）の
上
映
会
も
ご
ざ
い
ま
す
。金
子
鷗
亭
の
書
を

通
し
て
、
文

豪
の
耽
美

的
な
世
界

に
、
あ
ら
た

め
て
ふ
れ
て

み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う

か
。

佐藤進〈館〉1980年　当館蔵

金子鷗亭　
〈川端文学燦文集「雪国」より 夜の底が…〉
1989年　当館蔵

本郷新〈無辜の民－虜われた人Ⅰ〉1970年
本郷新記念札幌彫刻美術館蔵

た
人
体
に
よ
っ
て
人
々
の
苦
し
み
を
表
そ
う
と
す

る
独
創
的
な
表
現
が
試
み
ら
れ
て
い
る
点
も
見

逃
せ
ま
せ
ん
。

　
同
時
期
に
手
が
け
ら
れ
た
旭
川
市
常
磐
公
園

の《
風
雪
の
群
像
》、苫
小
牧
市
の《
勇
払
千
人
同

心
》と
い
っ
た
大
型
の
野
外
彫
刻
や「
無
辜
の
民
」

シ
リ
ー
ズ
の

造
形
的
な

魅
力
と
制

作
背
景
を
、

ブ
ロ
ン
ズ
彫

刻
、石
膏
原

型
、ス
ケ
ッ
チ

に
よ
っ
て
紹

介
し
ま
す
。

高坂和子〈秋の抄〉1996年
北海道立釧路芸術館蔵

三岸好太郎〈飛ぶ蝶〉1934年
三岸好太郎美術館蔵

とら



─ ご協力誠にありがとうございます ─

＊法人会員
サッポロビール（株）北海道本社　（株）北海道銀行　ホテル・ライフォート札幌　中西印刷（株）　（株）南香園　北洋ビル管理（株）

（公財）北海道埋蔵文化財センター　北海道文化放送（株）　東武トップツアーズ（株）札幌支店　オンワード樫山福祉共済センター
ノースパシフイック（株）　交洋不動産（株）　（株）札幌北洋カード　（株）北海道新聞社　（株）道新文化センター　（株）HBA

（公財）札幌市芸術文化財団　三菱電機（株）北海道支社　（株）三好商会　北洋ビジネスサービス（株）　大丸（株）
日本通運（株）札幌西支店　北栄保険サービス（株）　JR北海道　（株）近畿日本ツーリスト北海道　岩橋印刷（株）

（医法）社団元氣会札幌整形外科　都市総合開発（株）　（社医法）康和会札幌しらかば台病院　（株）ニトリホールディングス
（株）宮川建設　（株）NTTデータ北海道　（社医法）社団三草会　北海道交通（株）　（株）日本旅行北海道札幌支店　（株）すし善
（株）北星コーポレーション　札幌パブリック警備保障（株）　きのとや製菓（株）　北海道放送（株）　石屋製菓（株）
（株）ほくやく・竹山ホールディングス　北都交通（株）　FTS（株）　（株）双葉工業社　（株）緑苑　（株）北菓楼　（株）北海砥石商会
（株）ソラチ　（株）モロオ　（株）敷島屋　（株）トーコー　（株）アイワード　こぶし建設（株）　（株）北海道教育互助センター
公南山明建設（株）　（株）北立　勝井建設工業（株）　東京海上日動火災保険（株）　東邦交通（株）　北海道ビルサービス（株）
京王プラザホテル札幌　（株）サクマ　（有）しらかば薬局　日本ネイサンス（株）札幌支店

＊特別協賛会員
（株）アミノアップ　（株）北洋銀行　 　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　          （2019年７月18日現在・敬称略・順不同）

新会員紹介新会員紹介ご入会ありがとうございます 2019年4月～7月・敬称略

札幌市 吉　田　英　雄
 〃 吉　田　恒　子
 〃 千　葉　陽　子
 〃 堀　中　比紗子
 〃 山　本　智　子
 〃 古　畑　　　瞳
 〃 髙　橋　善　治
 〃 佐　藤　里　花
 〃 藤　丸　俊　樹
 〃 川　上　敏　子
 〃 船　木　弘　子
 〃 齊　藤　光　子
 〃 井手上　恵　子

6月
札幌市 須　田　智　子
 〃 氏　家　成　子
 〃 嶋　田　　　健
 〃 間　　　むつみ
 〃 渡　辺　明　美
 〃 佐　藤　正　義
 〃 山　本　千　加
 〃 詍　高　和佳子
 〃 須　田　善　次

札幌市 松　本　直　子
 〃 森　越　雅　子
 〃 マーカス アダム
 〃 野　上　彰　子
 〃 根　間　洋　明
 〃 宇和野　喜久子 
旭川市 中　尾　みどり
 〃 村　井　節　子
岩見沢市 谷　　　　　勲
恵庭市 熊　谷　和　江
江別市 久　山　和　子
北広島市 藤　谷　怜　子
共和町 早　川　翔　太
滝川市 小　川　　　昇
苫小牧市 佐　藤　直　樹

7月
札幌市 阿　部　俊　樹
 〃 川　部　由　里
 〃 川　部　理　恵
 〃 川　部　幸　枝
 〃 石　塚　清　隆 
 〃 斎　木　政　子
 〃 北　村　哲　也

札幌市 三　﨑　　　聡
 〃 三　﨑　千鶴子
 〃 川　嶋　信　子
 〃 高　田　真之助
 〃 石　出　寿　子
 〃 中　澤　　　浩
 〃 佐　藤　淳　子
 〃 佐　藤　洋　子
 〃 伊　藤　　　耐
 〃 𠮷　岡　保　子
 〃 小　林　香代子
 〃 北　上　雅　能
 〃 小　沢　弘　子
 〃 中　澤　ま　み
 〃 河　崎　栄　子
 〃 畠　山　久　子
 〃 碓　井　雄　一
 〃 前　川　亜　希
 〃 安　井　恵美子
 〃 安　井　秀　仁
 〃 山　本　文　恵
 〃 吉　伊　久　栄
 〃 中　塩　庸　子
 〃 斉　藤　　　武

札幌市 斉　藤　志　津
 〃 佐々木　　　悟
 〃 佐々木　久　代
 〃 佐々木　美　代
 〃 斉　田　満　子
 〃 白　石　九美江
 〃 黒　川　純　子
 〃 堀　　　達　也
 〃 七　戸　葉　子
 〃 井　上　真紀子
 〃 谷　島　幸　雄
 〃 土　門　美　和
石狩市 佐々木　春　代
江別市 新　井　初　子
小樽市 藤　倉　まゆみ
 〃 篠　塚　理　恵
 〃 森　　　夏　美
 〃 藤　平　　　忍
帯広市 村　越　保　子
当別町 宮　司　真理子

4月
札幌市 今　　　嗣　王
 〃 秋　浜　昌　子
 〃 石　塚　ゆりの
 〃 平　井　　　江
 〃 鶴　羽　三　恵
 〃 原　田　貞　夫
 〃 山　田　真　弓
 〃 岩　谷　　 悠
 〃 榊　　　雄　二
 〃 保　科　美智子
 〃 古　畑　由理子
 〃 三　瓶　　　泉

5月
札幌市 成　田　礼　子
 〃 中　塚　弓　美
 〃 辻　川　一　枝
 〃 後　藤　哲　二
 〃 佐々木　綾　子
 〃 松　本　　　勝
 〃 阿　部　由美子
 〃 小　坂　好　弘
 〃 佐　藤　良　子

法人会員、特別協賛会員 紹介

「
母
」

佐
藤 

江
位

図書修復作業
「気持ちよく見てもらいたい」

　解説部では定期的に図書の点検修理を実施しており、
傷みの状態によっては数日かけて作業するものもありま
す。5月22日、ARS閲覧図書の修復作業が他部の方も参
加して13名で行われました。
　背表紙の外れなどはカッターでノリをはがし、背幅の
広いものは糸鋸で切り込みを入れ平麻を割いて埋め込
みます。次にノリをつけた製本用の特殊なシートを貼りつ
けます。
　かなり本格的な修復でした。出来上がった図書や図録
はARSコーナー
に置かれ来館者
に楽しんでもら
います。

「人気のある作品は？」
鑑賞後もARSコーナーで学ぼう！

　えりも小学校6年生7名と教員1名は、近美コレクショ
ンを約30分鑑賞。解説部ボランティアの問いかけに児童
は素早く答えたり驚いたり、謎めいた作品たちからのメッ
セージを感じ取っているようでした。
　通常ならばここで終了ですが、続いてARSコーナーに
て児童から事前に寄せられた質問に対し、解説部3名で
答える会がありました。「一番古い展示品は？」「人気のあ
る 作 品 は？」など、
児童は広げられた
資料を見たり、熱心
にメモを取ったりし
て美術の世界を楽し
んでいました。

美術への誘い－ユーモア溢れる語り－
　6月11日（火）午後１時30分から、アルテピアの特別活
動部による「美術への誘い」が、札幌市北区民センターに
おいて催されました。
　美術への興味・関心を一般の方に広く高めるために企
画されたもので、今回は《東山魁夷―唐招提寺御影堂障
壁画展―》《札幌の彫刻》《クロード・モネ》という多岐に
わたるプログラムでした。
　定刻よりも早くからお見えになる方が多く、会場は30

余名の参加者を数えま
し た。ま た、活 動 員 の
ユーモア溢れる名調子
に、笑い声を上げなが
ら楽しまれている様子
が見られました。

くねくねワイヤーアート
～まげて・のばして・変幻自在～

　低気圧の接近で朝から雷を伴う悪天候。開場10時を大
きくまわった頃、近美2階ロビーにやっと元気な親子が
やってきた。その後もスタッフの不安をよそに、ぞくぞくと
親子づれが参加し、スタッフにも安堵の表情が広がった。 
　カラーワイヤーを自在に駆使して、親子が力を合わせ
てのカードスタンド作り。ハート型やうさぎさんを型取っ
たスタンドには、クーピーペンシルやスタンプで仕上げた
楽しいカードが飾られた。そこにはイチゴパフェやスイ
カ、好きな果物など思い
思いの夢がいっぱいに
描かれていた。大切な
思い出がまたひとつ、机
上に飾られることだろ
う。女子高生のグループ
も含 めて最 終 的 に は
110名の参加をみた。

知ってますか？　
ボランティア活動　ＰＲコーナー

　平成14年、今から17年ほど前に北海道美術館協力会
とボランティア活動を紹介するための常設掲示板が設置
されました。１階中央ロビーの奥、手荷物ロッカーと女子
トイレの間に設置されています。
　美術館協力会（アルテピア）と、それを支える7部ボラ
ンティア（事業部　売店部　解説部　資料部　研修部　
特別活動部　広報部）の活動紹介を通して、美術館協力
会への入会、ボランティア活動への理解と参加を呼び掛
けるものです。各部、創意工夫をこらしながら、それぞれ
楽しく特色のある活動紹介を更新しております。
　来館の際は、是非この「ＰＲコーナー」を覗いてみて下
さい。

ー北海道美術館協力会、
　　　　ボランティア活動　紹介掲示パネルー
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Artepia Salonアルテピア・サロン

＊法 人 会 員
4月 札幌市　東京海上日動火災保険（株） 6月 札幌市　日本ネイサンス（株）札幌支店
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今後開催されるアート・クラブのお知らせ
●アート・クラブ
　2019年11月2日（土）10：00 ～（随時参加）
●ジュニア・アート・クラブ　
　2020年2月15日（土）10：00 ～（小学生募集）
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9 8



─ ご協力誠にありがとうございます ─

＊法人会員
サッポロビール（株）北海道本社　（株）北海道銀行　ホテル・ライフォート札幌　中西印刷（株）　（株）南香園　北洋ビル管理（株）

（公財）北海道埋蔵文化財センター　北海道文化放送（株）　東武トップツアーズ（株）札幌支店　オンワード樫山福祉共済センター
ノースパシフイック（株）　交洋不動産（株）　（株）札幌北洋カード　（株）北海道新聞社　（株）道新文化センター　（株）HBA

（公財）札幌市芸術文化財団　三菱電機（株）北海道支社　（株）三好商会　北洋ビジネスサービス（株）　大丸（株）
日本通運（株）札幌西支店　北栄保険サービス（株）　JR北海道　（株）近畿日本ツーリスト北海道　岩橋印刷（株）

（医法）社団元氣会札幌整形外科　都市総合開発（株）　（社医法）康和会札幌しらかば台病院　（株）ニトリホールディングス
（株）宮川建設　（株）NTTデータ北海道　（社医法）社団三草会　北海道交通（株）　（株）日本旅行北海道札幌支店　（株）すし善
（株）北星コーポレーション　札幌パブリック警備保障（株）　きのとや製菓（株）　北海道放送（株）　石屋製菓（株）
（株）ほくやく・竹山ホールディングス　北都交通（株）　FTS（株）　（株）双葉工業社　（株）緑苑　（株）北菓楼　（株）北海砥石商会
（株）ソラチ　（株）モロオ　（株）敷島屋　（株）トーコー　（株）アイワード　こぶし建設（株）　（株）北海道教育互助センター
公南山明建設（株）　（株）北立　勝井建設工業（株）　東京海上日動火災保険（株）　東邦交通（株）　北海道ビルサービス（株）
京王プラザホテル札幌　（株）サクマ　（有）しらかば薬局　日本ネイサンス（株）札幌支店

＊特別協賛会員
（株）アミノアップ　（株）北洋銀行　 　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　          （2019年７月18日現在・敬称略・順不同）

新会員紹介新会員紹介ご入会ありがとうございます 2019年4月～7月・敬称略

札幌市 吉　田　英　雄
 〃 吉　田　恒　子
 〃 千　葉　陽　子
 〃 堀　中　比紗子
 〃 山　本　智　子
 〃 古　畑　　　瞳
 〃 髙　橋　善　治
 〃 佐　藤　里　花
 〃 藤　丸　俊　樹
 〃 川　上　敏　子
 〃 船　木　弘　子
 〃 齊　藤　光　子
 〃 井手上　恵　子

6月
札幌市 須　田　智　子
 〃 氏　家　成　子
 〃 嶋　田　　　健
 〃 間　　　むつみ
 〃 渡　辺　明　美
 〃 佐　藤　正　義
 〃 山　本　千　加
 〃 詍　高　和佳子
 〃 須　田　善　次

札幌市 松　本　直　子
 〃 森　越　雅　子
 〃 マーカス アダム
 〃 野　上　彰　子
 〃 根　間　洋　明
 〃 宇和野　喜久子 
旭川市 中　尾　みどり
 〃 村　井　節　子
岩見沢市 谷　　　　　勲
恵庭市 熊　谷　和　江
江別市 久　山　和　子
北広島市 藤　谷　怜　子
共和町 早　川　翔　太
滝川市 小　川　　　昇
苫小牧市 佐　藤　直　樹

7月
札幌市 阿　部　俊　樹
 〃 川　部　由　里
 〃 川　部　理　恵
 〃 川　部　幸　枝
 〃 石　塚　清　隆 
 〃 斎　木　政　子
 〃 北　村　哲　也

札幌市 三　﨑　　　聡
 〃 三　﨑　千鶴子
 〃 川　嶋　信　子
 〃 高　田　真之助
 〃 石　出　寿　子
 〃 中　澤　　　浩
 〃 佐　藤　淳　子
 〃 佐　藤　洋　子
 〃 伊　藤　　　耐
 〃 𠮷　岡　保　子
 〃 小　林　香代子
 〃 北　上　雅　能
 〃 小　沢　弘　子
 〃 中　澤　ま　み
 〃 河　崎　栄　子
 〃 畠　山　久　子
 〃 碓　井　雄　一
 〃 前　川　亜　希
 〃 安　井　恵美子
 〃 安　井　秀　仁
 〃 山　本　文　恵
 〃 吉　伊　久　栄
 〃 中　塩　庸　子
 〃 斉　藤　　　武

札幌市 斉　藤　志　津
 〃 佐々木　　　悟
 〃 佐々木　久　代
 〃 佐々木　美　代
 〃 斉　田　満　子
 〃 白　石　九美江
 〃 黒　川　純　子
 〃 堀　　　達　也
 〃 七　戸　葉　子
 〃 井　上　真紀子
 〃 谷　島　幸　雄
 〃 土　門　美　和
石狩市 佐々木　春　代
江別市 新　井　初　子
小樽市 藤　倉　まゆみ
 〃 篠　塚　理　恵
 〃 森　　　夏　美
 〃 藤　平　　　忍
帯広市 村　越　保　子
当別町 宮　司　真理子

4月
札幌市 今　　　嗣　王
 〃 秋　浜　昌　子
 〃 石　塚　ゆりの
 〃 平　井　　　江
 〃 鶴　羽　三　恵
 〃 原　田　貞　夫
 〃 山　田　真　弓
 〃 岩　谷　　 悠
 〃 榊　　　雄　二
 〃 保　科　美智子
 〃 古　畑　由理子
 〃 三　瓶　　　泉

5月
札幌市 成　田　礼　子
 〃 中　塚　弓　美
 〃 辻　川　一　枝
 〃 後　藤　哲　二
 〃 佐々木　綾　子
 〃 松　本　　　勝
 〃 阿　部　由美子
 〃 小　坂　好　弘
 〃 佐　藤　良　子

法人会員、特別協賛会員 紹介
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（表１）平成30年度収支決算総括表（平成30年4月1日から平成31年3月31日まで） 　（単位：円）

（表2）平成31年度収支予算総括表（平成31年4月1日から令和2年3月31日まで） （単位：円）

収　　　　入　　　　の　　　　部 支　　　　出　　　　の　　　　部

収　　　　入　　　　の　　　　部 支　　　　出　　　　の　　　　部

科　　　　目

科　　　　目 予算額 前年予算額 差　　異 備　　　　　考
区　分

合　　計 一般会計 売店会計

基本財産運用収入

特 別 収 入

会 費 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

雑 収 入

特定資産取崩収入

他会計からの繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計（B） 

予 算 額（Ａ）

差異（Ａ－Ｂ）

基本財産運用収入

特 別 収 入
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前期繰越収支差額

収 入 合 計

1,000 

0 

13,765,000 
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7,161,784 

588,000 

0 
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0 
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0 
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24,960,100 

3,665,908 

28,626,008 
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0 

0 
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0

4,000,000
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18,798,590

15,329,625

-3,468,965
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支 出 合 計

総 計

0

0

0
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0
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科　　　　目 合　　計 一般会計 売店会計

事 業 費 支 出

管 理 費 支 出

特定資産取得支出
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7,536,758

2,000,011

0
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67,389,671

4,114,528

71,504,199

43,955,633
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7,536,758
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0

0

18,488,561
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44,901,110

4,000,000
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　去る6月11日(火）、近代美術館講堂において定時総会が開催されました。

　冒頭、吉野会長から「平成30年度の事業については、当初の計画どおり実施することができました。また、課題であった財

政面についても、約200万円の剰余金を出すことができました。これも会員も皆様からのご支援、ご協力があったからであり、

心から感謝申し上げます。令和に時代は代わりましたが、事業活動も心を新たにして推進して参りたいと考えております。今年

度は課題でありました海外美術研修旅行を再開することになりましたので、皆様の参加をご期待しております。今後とも「事業

活動の充実」、「会員の増強」、「ＩＴ分野の強化」などの課題に取り組んで参りますので、よろしくお願いします。」と挨拶がありま

した。

平成３１年度(令和元年度）定時総会の報告

一般社団法人北海道美術館協力会役員名簿

会　　長 吉野　次郎
副 会 長 相馬　秋夫
 小林　敬明
 和田　壬三
専務理事 三原　和廣

監　事 木村　俊昭
 黒田　幸男

理　事

令和元年７月末現在

美術講座受講料、
つどい会費

Ｖ活動経費、会報、
会員観覧料等

美術講座受講料、
つどい等経費

仕入費、賃金、
施設賃借料等

議案審議の概要

議案第1号　平成30年度事業報告・収支決算報告について
　原案どおり承認可決しました。事業実施状況については、ほぼ当初の計画どおりに進めることができました。
　収支決算については、表1のとおりです。

報告事項　平成31年度事業計画・収支予算について
　事業計画及び収支予算について報告がありました。事業計画については、基本的に従来から実施している事業がベースと
なっています。海外美術研修旅行については、今年度から再開することとし、行き先はスペインとなっています。
　収支予算については、表2のとおりです。

石黒　勇治
小沢　正晴
加藤　康夫
小砂　憲一
鹿内　正一

杉本　　亙
戸井　敏夫
長峯　慰子
名畑　節子
藤井　正治

堀　　利幸
松平　英明

　平成18年5月、理事に就任されて以来13年に渡り、当協力会の発展に
ご尽力いただきました。
　ここに、故人のご冥福をお祈りいたします。

美術館協力会専務理事
菅　伸之 様訃　報
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　ホームページを導入し
て10年余りがたち、今の
時 代 に あ っ た ホ ーム
ページにしてほしいとい
う要望の中、2年越しの
準備期間を経てようやく
リニューアルすることが
出来ました。
　活動中心のシンプル
な形でFacebookも導入
し、協力会の活動をより
分かりやすく発信してい
きます。
　新しくなったホーム
ページをぜひご覧くださ
い。

ホームページの
リニューアル

　総会後に行われた「つどい」は、立食形式でテーブル
を囲み、美術館関係者と会員との交流の場となりまし
た。
　今年の出し物はフ
ラメンコ。迫力ある歌
と踊りにスペインへの
思いを馳せるひと時と
なりました。

つどい2019
フラメンコの響きに酔いしれて

6月11日
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三岸好太郎《オーケストラ》
1933（昭和8）年　油彩・キャンバス　89.3×114.6cm（北海道立三岸好太郎美術館蔵）

　《オーケストラ》は、昭和8年、三岸好太郎が亡くなる

前年の独立美術協会展の出品作。「極めて不可解だ」「悪

くいえば壁の落書きである。」とは、新聞などに掲載され

た、当時の作品評だ。かなりの酷評に違いないが、さら

に「昨年の画風から、この様な急激な転身をしたことも

既に難解」とか「氏は絵をかく画家に還るべき」と、その

多くが頭ごなしの印象論で、絵画表現そのものを問うよ

うな批評ではなかった。それほど、周囲を戸惑わせる突

然の変貌と、先鋭に過ぎたということか。

　画面に目を転じると、あたかも暗闇に照らし出され

た原始の壁画か、白い絵の具をたっぷりと塗った地塗り

面にシャープな引っ掻き線が走る。白と黒が対比された

画面構成の強さの一方、スピード感のある繊細な線は、

途切れることなく交差し、幾重にも交差する。

　手前中央に指揮者とチェロ奏者、左奥にはコントラ

バスが並ぶ。音曲が奏でられる時間の流れとクライ

マックスのその瞬間がひとつの絵画として凝縮されて

いる。だが、美術界に物議を生んだこの問題作の作者

は、その翌年にはさらなる変貌を遂げることになった。

　司馬遼太郎は著書『街道をゆく』の中で、三岸好太郎に

ついてふれ「自分の天才性を、さまざまな様式を借りて表

現した。好太郎にとって様式は貸し衣装のようなもので、

様式そのものに生命はなく、借りた様式は、不必要なら

容赦なくぬぎすてた。替り身が早いというのではなかっ

た。好太郎には、中身がある。」と、さすが卓見の眼力。自

然美といわず、機械美といわず、美への強い欲求を根底

にもつ三岸好太郎のその本質を見据えていた。

（北海道立三岸好太郎美術館学芸員　平　利弘）

会 報
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3日間限定！会員募集キャンペーン 「高くて届かない！」―春の屋外彫刻清掃―

　7月17日の「北海道みんなの日」の協賛事業として7月13日～15
日の3日間、会員募集キャンペーンを行いました。
　キャンペーンに先立ち6月～7月の土曜・日曜・祝日に、近美エントラ
ンスにおいて当協会の理事、事務局、ボ
ランティア活動員がスタッフジャンパーを
着用して「入会のご案内」などのチラシを
配布し、事前PRを行いました。

　好天に恵まれた春の緑の中、ボ
ランティア活動員と近美学芸員に
よる恒例行事「春の屋外彫刻清
掃」が近代美術館前庭と知事公
館庭園において行われました。
　冬を越えた汚れを落とすために、
参加者はバケツに水を汲み雑巾を
携え、予定の１０時に開始となりま
した。近代美術館にある『雲の砦ｊｒ.』など４点から始め、次に知事公館
にある『意心帰』など３点へと、作業はてきぱきと進められました。彫刻

の中にはけっこう背の高いものが多く「高くて手が届かない！」と苦
心惨憺でしたが、そこは様々な手を労していくことにより、ピカピ
カの彫刻へと見事に生まれ変わりました。

福井・滋賀国内美術研修 2019.5.14－17 

　今回は初めての参加でしたが、三井寺や国宝
の彦根城やその庭園、また渡岸寺の十一面観
音など、そこに行かないと見ることの出来ない歴
史や文化に触れられたことが良かったです。また
佐川美術館のモダンさやMIHO MUSEUMの
雄大さも、巡回展で作品を見るだけではわからな
かったので価値がありました。福井や滋賀は奥が
深く、恐竜博物館など行きたい所が沢山あり、
是非また足を運びたいです。この研修で下調べ
の重要さも痛感しました。次回の教訓としたい
です。

能面美術館の前で、事業部員の皆さんと。
能面作者のお話が面白かったです。日本文化
の奥深さに触れました。

彦根城の中で、ガイドの説明を聞く。
急な階段を上り、天守閣から見た景色は最
高！高齢者にはきつかったのですが、達成感
を味わいました。
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展覧会鑑賞後はミュージアムショップにもぜひお立ち寄りください。
展覧会関連商品をはじめ、道内作家による楽しいオリジナルグッズも多数ご用意しています。

アロマオイルを染み込ませて
香りを楽しむ小さな石のお家です

和柄刺繍ワッペン
410円～830円

鳥獣戯画や国芳などの和柄刺繍のワッペン
バッグや Tシャツに付けてお楽しみください

和風生地ブックカバー
2,400円～

色鮮やかなちりめんや渋い紬など
貴重な和布によるブックカバー

切り絵
グリーティングカード

410円～830円

●3Dノート　486円

●安藤牧子クリアファイル　270円
お手軽な値段でお土産商品として人気です

●切り絵グリーティングカード　410円～830円
札幌、北海道の動物や花などをモチーフとした切り絵にポップアップの
グリーティングカードです

●フラッツ（段ボールアート）　1,080円～5,400円
自分でキットを組み合わせて完成させる段ボールアートです
お子様に人気です

●猫のプレート　400円
お部屋、タンスの中などに置いてお花の香りを楽しむアロマプレートです

道内の小動物が
　ポップアップ！
立体感のある
　可愛らしいカード

2019.６.12

軟石やかおるいえ
864円～1,404円

売れ筋商品売れ筋商品

ショップおすすめ
は

こちら！
ショップおすすめ

は

こちら！


